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令
で
定
め
る
各
区
分
に
つ
い
て
、
当
該
各
区
分
が
次

の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
の
基
準
を
内
容
と
す
る
日
本
農
林
規
格
が

含
ま
れ
る
区
分

四
万
六
千
五
百
円

二

前
号
に
規
定
す
る
区
分
以
外
の
区
分

二
万
九

千
円

第
十
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」を「
第

七
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
あ

つ
て
は
、
法
第
十
九
条
の
十
四
」
を
「
あ
っ
て
は
、
法

第
六
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
十
九
条

の
十
四
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
第

十
九
条
の
十
四
の
二
」
を
「
第
六
十
二
条
」
に
、「
製
造

業
者
等
（
法
第
十
四
条
第
一
項
」
を
「
取
扱
業
者
（
法

第
十
条
第
一
項
」
に
、「
製
造
業
者
等
を
」
を
「
取
扱
業

者
を
」
に
、「
）
で
あ
つ
て
」
を「
）
で
あ
っ
て
」に
、「
製

造
業
者
等
の
」
を
「
取
扱
業
者
の
」
に
改
め
、
同
号
イ

中
「
製
造
業
者
等
で
あ
つ
て
」
を
「
取
扱
業
者
で
あ
っ

て
」
に
、「
指
定
都
市
内
製
造
業
者
等
」
を
「
指
定
都
市

内
取
扱
業
者
」
に
、「
都
道
府
県
内
製
造
業
者
等
」を「
都

道
府
県
内
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
製
造
業

者
等
で
あ
つ
て
」
を
「
取
扱
業
者
で
あ
っ
て
」
に
、「
指

定
都
市
内
製
造
業
者
等
」
を「
指
定
都
市
内
取
扱
業
者
」

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中「
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
」

を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
九
条
の
十
四
の

二
」
を
「
第
六
十
二
条
」
に
、「
製
造
業
者
等
の
」を「
取

扱
業
者
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
都
道
府
県
内
製
造

業
者
等
」
を
「
都
道
府
県
内
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同

号
ロ
中
「
指
定
都
市
内
製
造
業
者
等
」
を
「
指
定
都
市

内
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
条

第
三
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
四
項
」
に
、「
製
造
業
者

等
に
」
を
「
取
扱
業
者
に
」に
、「
製
造
業
者
等
の
区
分
」

を
「
取
扱
業
者
の
区
分
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
製
造

業
者
等
」
を
「
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
製

造
業
者
等
で
あ
つ
て
」
を
「
取
扱
業
者
で
あ
っ
て
」に
、

「
あ
つ
て
は
、
法
第
十
九
条
の
十
四
」
を「
あ
っ
て
は
、

法
第
六
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
製
造
業
者
等
」
を
「
第
六
十

五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同

号
イ
及
び
ロ
中
「
製
造
業
者
等
」
を
「
取
扱
業
者
」に
、

「
で
あ
つ
て
」
を
「
で
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
五

号
中
「
第
二
十
条
第
三
項
」
を「
第
六
十
五
条
第
四
項
」

に
、「
製
造
業
者
等
」
を
「
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
項

第
六
号
中
「
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
七
十

条
第
一
項
」
に
、「
製
造
業
者
等
の
区
分
」
を
「
取
扱
業

者
の
区
分
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
製
造
業
者
等
」
を

「
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
製
造
業
者
等
で

あ
つ
て
」
を
「
取
扱
業
者
で
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
第
十
九
条
の
十
四
第
二
項
」
を
「
第
六
十

一
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
条
第
六
項
」
を
「
第
六
十

五
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中

「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「
行
つ
た
場
合
に
」
を
「
行
っ
た
場
合
に
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
内
製
造
業
者
等
及
び
指
定

都
市
内
製
造
業
者
等
以
外
の
製
造
業
者
等
」
を
「
都
道

府
県
内
取
扱
業
者
及
び
指
定
都
市
内
取
扱
業
者
以
外
の

取
扱
業
者
」
に
、「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
内
製
造
業
者
等
」
を
「
都

道
府
県
内
取
扱
業
者
」
に
、「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
指
定
都
市
内
製
造
業
者
等
」

を
「
指
定
都
市
内
取
扱
業
者
」
に
、「
行
つ
た
」を「
行
っ

た
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
製
造
業
者
等
又
は
」

を
「
取
扱
業
者
又
は
」
に
、「
第
二
十
条
第
三
項
」を「
第

六
十
五
条
第
四
項
」
に
、「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」に
、

「
製
造
業
者
等
が
法
第
十
九
条
の
十
三
の
二
」
を
「
取

扱
業
者
が
法
第
六
十
条
」
に
、「
第
十
九
条
の
十
四
第
一

項
」
を「
第
六
十
一
条
第
一
項
」に
、「
と
つ
て
」を「
と
っ

て
」
に
、「
製
造
業
者
等
の
」
を
「
取
扱
業
者
の
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
都
道
府
県
内
製
造
業
者
等
」
を

「
都
道
府
県
内
取
扱
業
者
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「
指
定
都
市
内
製
造
業
者
等
」
を
「
指
定
都
市
内
取
扱

業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
一
条
の
二

第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
二
項
」
に
、「
行
つ
た
」
を

「
行
っ
た
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
一
条

の
二
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
二
項
」
に
、「
行
つ
た

場
合
に
」
を
「
行
っ
た
場
合
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一

号
中
「
指
定
都
市
内
製
造
業
者
等
」
を
「
指
定
都
市
内

取
扱
業
者
」
に
、「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
都
道
府
県
内
製
造
業
者
等
」
を
「
都

道
府
県
内
取
扱
業
者
」
に
、「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
行
つ
た
」
を
「
行
っ
た
」

に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
二
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十

四
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」を「
第

五
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
の
三
」
を
「
第

七
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
九
条
の
十
五
第
一
項
」
を
「
第
六

十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
あ
つ
て

は
」
を
「
あ
っ
て
は
」
に
、「
で
あ
つ
て
」
を
「
で
あ
っ

て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
登
録
試
験
業
者
の
登
録
手
数
料
）

第
十
条

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額

は
、
八
万
五
千
七
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
八
万
五
千
二
百
円
）
と
す
る
。

２

法
第
四
十
二
条
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
業
者
登
録
」
と
い
う
。）を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
法
第
十
四
条
第
一
項
の

登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
法
第
四
十
三
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
七
万
六
千
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
七
万
五
千
六
百
円
）
と
す
る
。

３

現
に
業
者
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
他
の
業
者
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
四
十
三

条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
二
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
三
万
四
千
八
百
円
（
電
子
申
請
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
万
四
千
四
百
円
）
と
す

る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
業
者

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
業
者
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
業

者
登
録
に
係
る
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定

め
る
額
は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
万

五
千
円
と
す
る
。

（
登
録
試
験
業
者
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
一
条

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る

期
間
は
、
四
年
と
す
る
。

（
登
録
試
験
業
者
の
登
録
更
新
手
数
料
）

第
十
二
条

法
第
四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、

七
万
三
千
四
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
七
万
三
千
円
）
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
法
第
四

十
五
条
第
一
項
の
登
録
の
更
新
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
業
者
登
録
の
更
新
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
同
時
に
当
該
業
者
登
録
の
更
新
に
係
る

業
者
登
録
以
外
の
他
の
業
者
登
録
に
係
る
業
者
登
録

の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他

の
業
者
登
録
に
係
る
業
者
登
録
の
更
新
に
係
る
法
第

四
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
三

条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
万
七
千
百
円
と
す
る
。

（
登
録
外
国
試
験
業
者
の
登
録
手
数
料
）

第
十
三
条

法
第
五
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、

四
万
三
千
四
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
四
万
三
千
円
）
に
、
農
林
水
産
省
又
は
セ
ン

タ
ー
の
職
員
二
人
が
法
第
五
十
三
条
の
登
録
の
審
査

の
た
め
当
該
審
査
に
係
る
試
験
所
（
法
第
四
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
所
在
地
に
出
張
す
る
の
に
要
す
る
旅
費
の
額
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
旅
費
の
額
」
と
い
う
。）

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

２

法
第
五
十
三
条
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
業
者
登
録
」
と
い
う
。）を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
法
第
三
十
四
条
の
登
録

を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
法
第
五
十
四
条
の
政

令
で
定
め
る
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

三
万
三
千
八
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
三
万
三
千
四
百
円
）
に
、
旅
費
の
額
に
相
当

す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

３

現
に
業
者
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
他
の
業
者
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
五
十
四

条
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
二
万
七
千
六
百
円
（
電
子
申
請
に
よ
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
二
万
七
千
百
円
）
に
、
旅
費
の
額

に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
額
の
手
数
料
を
納
付
し
て
業
者

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
同
時
に
他
の
業
者
登

録
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
業

者
登
録
に
係
る
法
第
五
十
四
条
の
政
令
で
定
め
る
額

は
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
万
五
千
円

と
す
る
。

５

第
六
条
第
五
項
の
規
定
は
、
旅
費
の
額
の
計
算
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
外
国
試
験
業
者
の
試
験
所
に
お
け
る
検
査
に

要
す
る
費
用
の
負
担
）

第
十
四
条

法
第
五
十
五
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る

費
用
は
、
農
林
水
産
省
又
は
セ
ン
タ
ー
の
職
員
二
人

が
同
条
第
一
項
第
五
号
の
検
査
の
た
め
当
該
検
査
に

係
る
試
験
所
の
所
在
地
に
出
張
す
る
の
に
要
す
る
旅

費
の
額
に
相
当
す
る
費
用
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
旅
費
の
額
は
、
出
張
を
す
る
職
員
が
給

与
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職

俸
給
表

に
よ
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
者
で
あ

る
も
の
と
し
て
、
旅
費
法
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算

す
る
も
の
と
し
、
旅
行
雑
費
の
額
そ
の
他
そ
の
旅
費

の
額
の
計
算
に
関
し
必
要
な
細
目
は
、
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
。

（
登
録
外
国
試
験
業
者
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
五
条

法
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

四
十
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
四
年

と
す
る
。


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